
第１回千葉大学・トロント大学共同ワークショップが開催 
 

2019 年 9 月 5 日、6 日にトロント大学医学部 Juan Carlos Zuniga-Pflucker 免疫学科長

他 4 名の研究者が来学し、第１回千葉大学・トロント大学共同ワークショップが開催され

た。 
トロント大学はタイムズ・ハイヤー・エジュケーション社による 2019 年大学ランキング

で 21 位に位置し、ノーベル賞受賞者を多数輩出している北米有数の総合大学であり、免疫

学分野でも世界トップクラスの大学の一つである。 
 ワークショップに先立ち、教育連携に関するミーティングが行われた。千葉大学大学院

医学研究院は文部科学省卓越大学院プログラム「革新医療創成 CHIBA 卓越大学院（コーデ

ィネーター：中山俊憲副学長・大学院医学研究院長）」に採択されているが、トロント大学

は海外の連携先機関の一つとなっており、同プログラムの構想の下、大学院学生の交流等、

具体的な取り組みが協議された。 
ワークショップでは西田篤司千葉大学副学長（国際担当）が冒頭挨拶を行った後、トロ

ント大学・千葉大学の研究者総勢 20 名が研究講演を行った。質疑応答の際には、最新の研

究成果に対する意見交換が活発に行われ、両大学の研究交流の活性化や、新しい共同研究

の萌芽につなげることができた。 
 

 
第１回千葉大学・トロント大学共同ワークショップ出席者による集合写真 
 



 


